Windows Server I 
2003のセットアップ 


Windows Server 2003オペレーティングシステムのセツトアップをする手順とを意事項を説明します。 


セットアップを始める前に卜40ぺージ） .. 

. Windows Server 2003のセットアップを始める 

前にセットアップの手順について磕認してくださ 
い。 

カスタムインストールモデルのセットアップ (- 

■>42ページ）….カスタムインス I -ールモデルで、初めて電源を 
ON にしてから始めるセットアップ手順について 
説明します。 

シームレスセットアップ（一44ページ） ...... 

. Express 5800シリーズ専用の Windows Server 

2003自動インストールツールを使ったインス 

I '''ール方法について説明します。 

応用セットアップ(一64ページ） . 

. EXPRESSBUILDER がサポートしていない大容 

量記'憶ドライバを併せてインストールする方まや 
「シームレスセットアップ」を使わずじ Windows 
Server 2003をインス I '''ールする方法について説 
明します。 


ONL-31 1 3aN- 1 80Rd4-000-03-0404 
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セットアップを始める前に 


セットアップの順唐と参照するページを説明します。セットアップは八ードウエアから始めます。 

ビルド•トウ•才一夕一にて Windows 
インス!ルを指定した場合は、本体 
に Windows のプ□ダクトキーび記載さ 
れた ID ラベルび貞占りつけ5れていま 
す。 Windows のセットアップや再イン 
ストール時に必ず必要な情報です。剔 
びしたりミちしたりしないようま意して 
<ださい。 

もし剔びれたりミちれたりして見えなくなつた場合はお買い求めの販売店または保守サービス 
会社に連絡してください。あ5かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品といっしよにメ 
モを保管されることをお勧めしまず。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

11111111111111111111111 川 Hi 

00000 - 000 - 000-000 



次の順序で八ードウエアをセットアップします。 

1 . ラックを設置する。（ラックに添付の説明書またはオンラインドキュメントを参照） 

2 . 別途購入したオプションを取りがける。（一8章） 

•L 画 

Windows Server 2003をお使いの環境で、 DIMM を増設した場合は「ぺージングファイルサイズ」 
を設をし直してくださし、（本章、58ぺージを参照）。 

3. 本装置をラックに取り付ける。（^2章） 

4. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本装置に接続する。（一2章） 

己.添付の電源コードを本装置と電源コンセントに接続する。（一2章） 

巨.本装置の構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

5章、101ページに示す設定例を参考にしてください。 



使用する OS に合わせて正しく設定してください。 BIOS のパラメータには、プラグ.アンド. 
プレイをサポートずるかどうかなどの項目もあります。また、日付や時間び正しく設定されて 
いるか必ず確認してください。 
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シームレスセットアップ 

44ぺージ 


マニュアルセット 
アップ*2 

1巨己ぺージ 


ザ 


障害処理のための 
セツトアップ 


己8ぺージ 


BIOS 情報のバックアップ 
( RAS ユーテイリテイ） 


巨章 


セツトアップ完了 


*1 本体に RAID コント□-ラび搭載されていて、システム 
ディスクとして使用ずる八ードディスクドライブに接続 
している場合のみ(その他のノ ドウェア構成では手順を 
飛ばしてください)。 

*2 Windows Server 2003 lU 外の OS のインス I ルち法 
については本装置に添付の別冊の説明書を参照ずるか、 
保守サービス会社にお問い合わせください。 



八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムじ合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 


スタート 


八ードウエアのセツトアップ 40ぺージ 


購入後、ネリめてのセットアップでずか？ 


■ 

はい 


購入したときのノ V — ドディスクドライブの 
注夕内容は？ （21 ページ参照） 


カスタムインストール 


未インス I ル 


Windows Server 2003をインストール 
ずる？ 


いいを 

再インス I ルでず 


I いいを I 


カスタムインストール 
モデルのセットアップ 

42ぺージ 

1 

はい 

1 

*1 

シームレスセットアップ 
0 S 選択メニューで選ぶ 
オプションは 「 Other 」 

44ぺージ 
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シームレスセツトアップを使う？ 


I いいを ■ 


■ 

はい 


システムのセツトアツ 


3 windowm Server W00W のセットアップ 
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カスタムインストールモデルのセット 



「ビルド•トゥ•オーダー」じて r カスタムインストール」を指定して購入された本装置の八ードディスクド 
ライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 0 S 、 本装置が提供するソフトウェア 
がすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された本装置で初めて電 
源を ON (こするときのセットアップの方法について説明しています。再セットアップをする 

- 場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」を参 

照してください。 


セットアップをはじめる前に -購入時のが態について- 


セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 


本装置の八ードウエア構成(八ードディスクドラ 
イブのパーティシヨンサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインス I -ールされているソフ 
トウエアの構成は、購入前のお客様じよるオー 
ダー（ビルド•トウ•オーダー）によって異なりま 
す。 

ち図は、標準的な本装置の八ードディスクドライ 
ブの構成じついて図解しています。 



空さエリア 


Microsoft Windows 
Server 2003 


八ードディスク 
ドライブ 


セットアップの手順 


次の手順で本装置を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を ON (こし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

2 . [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します](こチェックをして、[次へ]をクリックする。 

iU 降、使用者をやプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示(こ従って必要な設定をする。 

セツトアップの終了を知6せる画面が表示されます。 
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已.[完了]をクリックする。 

本装置が再起動します。 

目.再起動後、システムに□グオンする。 

7. 日3ページの手順12を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

8 . 53ページの手順13を参照して、グラフィックスアクセラレータ用ドライバをインストールする。 

9. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

10. 58ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

11. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• Power Console Plus * 

上記のソフトウェアで r *」 目 P のあるものは、お客様でご使用(こなる環境に合った状態(こ設定または 
確認をしなければな6ない ソフ トウェアを示しています。6章を参照して使用環境に合った状態 
(こ設定してください。 

12. 6章を参照して、 EXPRESSBUILDER の RAS ユーティリティを使って BIOS 設定のバックアップを 
とる。 


t 又上でカスタムインス!-ールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は r シームレスセットアップ」を使ってください。 


3 windowm Server W00W のセットアップ 
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シームレスセツトアップ 


EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使って本装置をセットアップします。 

r シームレスセットアップ」とは、ハードウェアの内部的な 
パラメータや状態の設をから 0 S (Windows Server 
2003)、各種ユーティリティのインス! -- ルまでを添付の 
EXPRESSBUILDER CD - ROM を使って切れ目なく（シーム 
レスで）セットアップできる Express 5800シリーズ独自の 
セットアップ方まです。八ードディスクドライブを購入時 
の状態と異なるパーティション設定で使用する場合や OS を 
再インストールする場合は、シームレスセットアップを使 
用してください。煩雑なセットアップをこの機能が代わっ 
て行います。 

シームレスセットアップは、セットアップを開始する前に 
セットアップに必要な情報を編集しフ□、ソピーディスクに 
保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み化して自 
動的に一連のセットアップを進めるというものです。この 
とき使用されるフ□、ソピーディスクのことを r セットアップ 
パラメータ FD 」 と呼びます。 

•; • シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセットアップにつ 

いては、この章の終わりに記載している「応用セットアップ」で説明しています。 

参本体にディスクアレイコントローラなどの RAID ボードや SCSI ボード（「大容量記憶装置 
コントローラ」と呼ぶ）を搭載し、システムディスクとして使用するハードディスクドラ 
イブを接続している場合は64ぺージに記載している「応用セットアップ」も併せて参照し 
てください。 

• 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を.還がする情 
報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、本体のそばにいて設をの状況を確認する必要はありません。また、再イ 
ンストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、前回と同 
じ状態に本装置をセットアップすることができます。 

• セッ ト アップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 Express 円 cnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や還ネ尺しなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。本装置のイ也に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3. 51じ(降、 
Windows XP / 2000または Windows Server 2003で動作しているコンピユータがお手元 
にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集しておく 
ことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方法については、185ぺージ 
で説明しています。 
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OS のインス I ルにごいて 


0 S のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がサポートしている 0 S について 

本装置がサポートしている 0 S は Microsoft ® Windows ® Server 2003 Enterprise Edition 
日本語版似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ）です。 

その他の 0 S をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお間 
い合わせください。 


巨 IOS の設定について 

Windows Server 2003をインス I -- ルする前に八ードウエアの BIOS 設をなどを確認して 
ください。巨 I 0 S の設定には 、 Windows Server 2003から採用された新しい機能じ関する 
設を項目があります。5章を参照して設をしてください。 


Windows Server 2003について 

Windows Server 2003は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし、次 
の点についてを意してください。 

M-O • インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ ( BIOS やオプション 
ボードの設定)をずベて完了させてください。 

• 轉社び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストールに関する説明書 
び添付されていますが、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照してく 
ださい。 

• シームレスセツトアップを完了した後に己8ページを参照して r メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているボリユームへのインス I ^ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンス I -ールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクじ戻し、インス!-ール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

MO 装置の接続について 

Windows Server 2003をインス I -- ルするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、 
インス I -ールに失敗することがあります。 M 0 装置を外してインス I -ールを最初からやり直 
してください。 


3 windowm Server W00W のセットアップ 
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A - ドディスクドライブの接続について 


0 S をインストールしない八ードディスクドライブは、 0 S をインストール後に接続してくだ 
さい。また論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の 
再セットアップ手順」 (66 ページ)を参照してください。 

ディスクアレイコント□ーラボードび搭載されている場合について 

LAN 〕 ンソールリダイレクシヨン機能は、シームレスセットアップを行う前に必ず無効にし 
てください。使用したい場合は、シームレスセットアップ終了後に有効じしてください。 

ライトモードの設定について 

セットアップ中は、 RAID コント□-ラのライトモードは、必ず rWriteThm 」 に設をしてくだ 
さい。詳細な設定じついては、各種 RAID コント□ーラのユーザーズガイドを参照してくだ 
さい。 


作成するパーテイシヨンサイズについて 


システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

インス I -ールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
インス I -ールに必要なサイズ ニ2900 MB 

ページングファイルサイズけ隹奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 M 目 

M-O • 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 
ズでず。ページングファイルサイズの初期サイズを r 推奨」値未満に設定ずると正確なデ 
バッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場合びありまず。 

• 1つのパーティションに設定できるぺージングファイルサイズは最大で409已 MB で 
す。搭載メモリサイズ XI .己倍のサイズが409曰 MB を超える場をは、409已 MB で設 
定してください。 

• その他アプリケーション等をインストールずる場合は、別途そのアプリケーションび必 
要とするパーティションサイズを追加してください。 

例えば、搭載メモリサイズが 512 M 巨の場合、必要最小限のパーティションサイズは、前述 
の計算方法から 

29001 VB + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) = 4192 MB 
となります。 

pi： シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティションサイズを 
「上記の必要最小限のパーティションサイズ+ 850MB」 または 「4095MB」 のうち、どちらか大 
きぃ値に設をしてくださぃ。 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したままでの再インス I -ールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM じ格納されている 
オンラインド羊ュメント 「Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition インスト 
レーションサプリメントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックデイスクへのインス I -ールに関す 
るを意事項が記載されています。 
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E 


ットアップの流れ 


シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



民る ■ を意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ Nom インストール方法を選択する 


Yes 


フ□ッピーディスクをセットする 


確認 


■中止 ■ セツトアップパラメータフアイルを選択する 


新規ファイル 


OS を選択する 


r 既巧のファイル 


セツトアップパラメータフアイルのチェック 


正常 


異常設定の確認-修正を行うか選択する 


再選択 
■が必要 ■ 

な W 口 


行う 


行わない 


設定を確認-入力をする 


M 選択 ■ 


Windows CD-ROM をセツトする 


ソフトウエア使用許諾契約に同意ずる 


■ 

OK 


ディスクアレイのコンフィグレーシヨン 

再ホ己動※を 
i 

OS パーティシヨンの作成 

mim 

i 

os パーテイシヨンのフォーマット 

i 

OS 差分モジ ユー ルの コピー 

i 

選択したアプリケーシヨンのモジュールのコピー 


自動インストール 

i 

自動□グオン 


再起動後、インス 


卜-ル終了） 


:入力や選択び必要な作業 
:自動的に作業び進む内容 


ディスクアレイコント□-ラび搭載されていて、セットアップパラメータ FD の作成時に 「 RAID 新規作成」 
にチェックをした場合のみ。 

《2 OS の選択で[その他]を選択したときはここで終了ずる。 


3 windowm Server WOOW のセットアップ 
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セットアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 M 目フォーマッ 
卜済みのフ □、ソ ピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESS 巨 UILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□ッピ ー 
ディスクを1枚用意してください。 

M-O • システムの構成を変更した場合は r システムのアップデート」を行ってください。 

• Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドライバの変更、 
または追加する場台は、オンラインドキュメントの 「Microsoft Windows Server 
2003 Enterprise Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してくだ 
さい。 

• BIOS の Hyper-Threading Technolo 呂 y 機能の設定び [ Enabled ] だとインストール 
に失敗する場台びあります。インス! -- ルを行う前に BIOS Configuration/Setup 
ユーティリティを起動し 、 「Advanced Setup 」一 「CPU Options 」 の順でメニューを 
選択し、 「 Hyper-Threading Technolo 呂 y 」 の設定を [ Disabled ] に設定してくださ 
し、。 


1 . 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 

•L 励 

• 0 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、インストールに失敗 
することがあります。 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

参 0 S をインストールするハードディスクドライブに(外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、 0 S をインストールした後から斤ってください。 

• 論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セット 
ァップ手順」 (66 ぺージ)を参照してくださし、。 

2. 本装置の DVD - ROM ドライブに EXPRESS 目 UILDER CD - ROM をセツトする。 


3. CD - ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して本装置を再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 
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已. 「セットアップパラメータ FD 」 をフ □、ソ ピーディスクドライブにセットし、[確認]をクリックす 

る 0 

I チェック I 

参「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 M 目のフォーマット済みフ 
□、ソピーディスク（ブランクディスク）をフ□、ソピーディスクドライブにセットし、[確認] 
をクリックしてください。 

• セットした r セットアップパラメータ FD 」 は指示があるまで取り化さないでください。 

[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした r セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インストールに使用するセットアップ情報ファイル 
さ)を選択する。 

選択されたセ、ソトアップ情報ファイル(こ修正でき 
ないような間題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .4] U 前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度 r セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフ□、ソピーディスクを 
確認してください。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は随飄を、確認せず(こそのままインストールを行う場合は、[スキッフ°]をクリッ 
クする。 

[確認]をクリ、ソクー手順6へ進む 
[スキッフ°]をクリ、ソクー手順7へ進む 

[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイルを: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > キーを押す。 


人カボックスが表示されます。 

③ファイルをを人力する。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー] 
が表示されます。リスト(こは、装置がサポートして 
いる 0 S が表示されます。 

③リストボックスか6インストールす 
る [Windows Server 200 3] を選択 
する。 


Express 己800シリーズ EXPRESS 日 UILDER Ver3.xxx-x Copyri 有 ht に） NEC Corporation 2004 



[作業手順] 

一か巧ジ7情報の入力/確認 
テ"イスクアレイ]ンフイグレ-シヨン 
A。 うィシヨンの作成 
A。 うィシヨンの丸-マット 
NEC モシ”;！-ルの:1ピ- 
OS CD-ROM の挿入 
自動セット7がの開始 
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目. OS のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

本体に RAID コント□-ラが搭載されてい 
る場合は、[アレイディスクの設定]画面 
が表示されます。設定内容を確認し、必 
要な6修正を行ってか6 [次へ]をクリツ 
クしてください。 


次に、[基本情報]画面が表示されます。 
設定内容を確認し、必要な6修正を巧つ 
てから [次へ]をクリックしてください 
(画面中の r 対象マシン」は機種(こよつて表 
示が異なります。） 

降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルフ° ] をクリックして設定を確認しなが 
ら画面を進めて<ださい。設定内容は必 
要に応じて修正してください。 


[なが"财設定]テ.."れVイ。ントロイ 


W'' ィ巧の設定 

P する 

1 

RAID の巧が 

1巧な RAID を巧用する 

1 

巧続ドィ巧の卜-如数 


1 

がッ馆術制るドけ谋夕 


1 

がックをががする RAID 


1 

ラ仆 t ート''の画疑 


1 

ライト t ート''の繼負 


1 


ISiSf 込1 1ホへ 

1 1、が 1 


<表示例> 



[再読込][次〜] [ M レ7 I 


• os をインストールずるパーティションは、必要最小限 ly 上のサイズで確保してください。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を選択ずると、最初のパー 
ティシ ョンの I 肩報は フォー マットされ、 すべてなくなります。それ m がのノテイシヨンの 
情報は保持されます(下図参照)。 


第1パーテイシヨン 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のノ \:—ティショ 
ンを残したまま再インストールずることはできません (46 ぺージ参照）。「パーティション 
の使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を還択しないでください。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成する」を選択したとき、「パーティション」の設 
定値は実領域 ly 上あるいは 120 GBiy 上の値を指定しないでください。 

• 「パーティション」に 409 己 MBiy がを指定した場合は NTFS へのコンパ’ートび必要でず。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を還択したとき、流用す 
るノくーティション m が(保守領域を除く）にノくーティションび存在しなかった場合、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows Server 2003をインス I ルします。 

• 設定内容に不正びある場合は、次の画面には進めません。 

• 実領域び120 GB 似上になる場合は、パーティションサイズに r 全領域」を指定しないでくだ 
さい。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力したい場台は、□グ 
オン後に入力画面びポップアップされますので、その時に再入力してください。ここでは、 
仮の名前を入力してください。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場合もありまず。 
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•L 回 

• [基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情報ファイルの還が画面 
に戻ります。[再読込]は、[基本情報]画面にのみあります。 

参[コン ピュータの役害!!]画面にある[終了]をクリックすると、その後の設をはシームレスセッ 
トアップの既を値を自動的に選ネ尺して、インストールを行ぃます。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

7. オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置(こ添付されているフ□、ソピーディスク 
をフ□、ソピーディスクドライブ(こセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い。 

8 . 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップ(こ対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 

9. メッセージに従って EXPRESSBULDER CD - ROM とセットアップパラメータ FD を DVD - ROM ド 
ライブとフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し 、 Windows Server 2003 CD - ROM を DVD - 
ROM ドライブにセットする。 

[ソフトウ巧使用許諾契約]画面が表示されます。 

10. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか、 < F 8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、 < F 3> キーを押 
す。 


W-OIM 

同意しないと、セットアップは終了 
し 、 Windows Server 2003はイン 
ス I -ールされません。 


11 .Broadcom Advanced Control Suite をインストールする。 

Broadcom Advanced Control Suite は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確 
認ユーティリティです。 

Broadcom Advanced Control Suite を使用すること(こより、下のことが行えます。 

• アダプタ詳細情報の確認 

• ループバックテスト、パケット送信テストなどの彭断 
• Teaming の設定 



r 大容量記憶装置用 0EM-FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライプに挿入してください。 


I OK I 「後了 I 


追加ずるアプリケーションのインストール 
媒体を CD-ROM またはフ□ツビーディスク 
ドライブに挿入してください。 


I 0 K I 「終了 I 
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ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、本装置に耐障害性(こ優れた環境を 
提供し、本装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。 

このような機能を利用する場合は 、 Broadcom Advanced Control Suite が必要(こなります。 
Broadcom Advanced Control Sui おをインストールする場合は、下の手順(こ従ってください。 

rPROSet 」 びインス I ルされている場台、5己ぺージの r オプションのネットワークボードの 
ドライバ」の rPROSet のアンインス I ル」を参考にし、 「 PROSet 」 を削除してか5 
「Broadcom Advanced Control Su け e 」 をインストールしてください。その際、 rPROSet 」 
にてネットワークアダプタをチームに設定している場台、ずべてのチームを削除してか5 
rPROSet 」 を削除してください。 TPROSet 」 と 「Broadcom Advanced Control Su け白」の 
混在運用は、未サポートになります。必ずどち5か一方をインストールしてください。 

① EXPRESSBUILDER CD - ROM を DVD - ROM ドライブ、にセットする。 

③エクスプ□ーラを起動する。 

<標準の スタートメニューモー ドの手順> 

スター トメ ニュー か6[エクスプ □ー ラ]をクリ 、ソク する。 

<クラシック スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューか6[すべてのプ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ □- 
ラ]をクリ 、ソク する。 

③ 「< DVD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ 目己7¥目 ACS 」ディレクトリ内の 
「 Setup . exe 」 アイコンをダブルクリックする。 

[Broadcom Management Programs Setup ] が起動します。 

④ [ Next ] をクリックする。 

⑥ [ Yes ] をクリックする。 

に elect Features ] 画面が表示されます 

⑥ [Control Suite ] と [ BASP ] のチェックボックス(こチェックを人れ、 [ Next ] をクリックする。 
インス I ルが開始され、 [ Information ] ダイア□グボックスが表示されます。 

⑩ [0 K ] をクリックする。 

⑩システムを再起動する。 
i ： i 上で完了です。 

[Broadcom Advanced Control Suite の削除手順] 

①[プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスを表示する。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

スター トメニューか6[コント□-ルパネルト[プ□グラムの追加と削斷をクリ 、ソク する。 

<クラシック スター トメ ニューモー ドの手順> 

(1) スタートメニューか6[設定]一[コント□ールパネル]をクリ 、ソク する。 

(2) [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

③ [Broadcom Management Programs ] を選択し、[変更と削除]をクリックする。 
r I nstallShield Wizard 」 ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 
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③ [ Remove ] ラジオボタンを選択し、 [ Next ] をクリックする。 

「 Confirm UninstaU ダイア□グボックスが表示されます。 

④ [0 K ] をクリックする。 

「 Question 」 ダイア□グボックスが表示されます。 

(5) [はい]をクリックする。 

[ Information ] ダイア□グボ、ソクスが表示されます。 

⑥ [0 K ] をクリックする。 

(7) 「コント□-ルパネル」ウィンドウを終了し、システムを再起動する。 
iU 上で完了です。 

12. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と Duplex モー 
ドの設定が必要です。 

①「□-カルエリア接続のプ□パティ」ダイア□グボックスを開く。 

<標準のスタートメニュ-モ-ドの手順> 

(1) スタートメニューから[コント□—ルパネル]イネ、ソトワーク接続] 一 [□— カルエリア 
接続 ] (Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet ) をクリックする。 

[□一カルエリア接続の状態]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

(2) [プ□パティ]をクリックする。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

(1) スタートメニューか6[設定]一[ネッ ト ワーク接続]をクリックする。 

(2) [□— カル接続]アイコン (Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet ) をちクリ、ソクし、 
シヨートカットメニューか6[プ□パティ]をクリ、ソクする。 

③[構成]をクリックする。 

ネ、ソトワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

③ [詳細設定]タブをクリ、ソクし、に peed & Duplex ] を八ブの設定値と同じ値(こ設定する。 

④ ネ、ソトワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスの [0 K ] をクリックする。 

⑥同様の手順でもう一方のネットワークアダプタ (Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet #2) 
の車五送速度と Duplex モードを設定する。 

上で完了です。 

また、必要(こ応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク接続]か6 
□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて巧います。 

13. グラフィ、ソクアクセラレータ用ドライバをインストールする。 

①スタートメニューの[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ□ーラ]をク 
リックする。 

③レ DVD - ROM のドラィブレター >:¥ WINNT ¥ VIDEO ¥ RADEON 7000 ¥ W 2 K 3」 ディレクトリ 
内のに etup . exel アイコンをダブルクリ、ソクする。 
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③ メッセージに従って、 Ins ねII作業を進める。 

ドライバのインストールが開始されます。 

•L 回 

途中、「デジタル署名が見つかりませんでした。」とのメッセージが表示される場合は、「は 
し、」をクリックしてインストールを続けてください。 

④ 指示に従って 0S を再起動する。 

14. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

1已.日8ページの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

16. EXPRESS 目 ULDER の RAS ユーティリティを使って BIOS 設定のバックアップをとる。 

W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 


ネットワークアダプタの二重化のセットアップ 


複数のアダプタでグループを作ることにより、使用されているアダプタじ障害が発生した場 
合、自動的にグループ内の他のアダプタじ処理を移行させることができます。 

二重化の設定 

ネットワークアダプタの二重化を設をする場合は、 W 下の手順に従ってセットアップしてく 
ださい。 

1. [Broadcom Advanced Control Suite] ダイア□グボックスを表示する。 

<標準の スタートメニューモー ドの手順> 

スタートメニューか6[コント□—ルパネルト [Broadcom Control Suite] をクリ、ソクする。 

<クラシック スター トメ ニューモー ドの手順> 

(D スタートメニューか 6 [設定]一[コント□ー ルパネル]をクリ 、ソク する。 

③ [Broadcom Control Sui お]アイコンをダブルクリ、ソクする。 

2. [負荷バランス/仮想 LAN] タブを選択し、[チームを作成]をクリックする。 

「新しいチームを追加」ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [Name] の欄に任意のチーム名を入力し、 [Team Type] で！" Smart Load Balance and Fail Over」 
が選択されていることを確認し、 [OK] をクリックする。 

4. [Available Adapters] 欄内の「目 roadcom NetXtreme Gigabit Ethernet」 を [Load 目 lance 
Members] (こ追加する。 

己.同様に 「Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet #2」を [Load Blance Members] (こ追加する。 
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I「Broadcom NetXtreme Gigabit EthernetllU がのアダプタはチームに追カロしないでくださし、。 









目. [Broadcom Advanced Control Suite ] ダイア□グボックスの[適用]をクリ、ソクする。 
確認のダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

7. [はい]をクリックする。 

8. [Broadcom Advanced Control Suite ] ダイア□グボックスの [ OK ] をクリ、ソクする。 
lU 上で完了です。 

二重化の削除手順 

1. [Broadcom Advanced Control Suite ] ダイア□グボックスを表示する。 

<標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューか6[コント□—ルパネル]一 [Broadcom Control Sui お]をクリ、ソクする。 
<クラシックスタートメニューモードの手順> 

①スタートメニューか 6 [設定]一[コント□-ルパネル]をクリ 、ソク する。 

③ [Broadcom Control Suite ] アイコンをダブルクリ、ソクする。 

2. [負荷バランス/仮想 LAN ] タブを選択し、[チームを削除]をクリックする。 

3. [Broadcom Advanced Control Suite ] ダイア□グボックスの[適用]をクリ、ソクする。 
確認のダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4. [はい]をクリックする。 

己. [Broadcom Advanced Control Suite ] ダイア□グボックスの [ OK ] をクリ、ソクする。 
iU 上で完了です。 


ンのネットワークポードのドライパ 


オプションのネットワークボード ( N 8104 -86/1 11/84/103/1 13) を使用する場合は、 
EXPRESSBUILDER CD - ROM に格納されているドライバをインストールしてください 

N 8 104-86/1 11の場合 

r<DVD-R0M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ 目 C 11¥ PR 0100¥ WS 03 XP 32」 

N 81 04-84/1 03/113の場合 

r<DVD-R0M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ 巨 C 11¥ PR 01000¥ WS 03 XP 32」 

インス I -ール手順が不明な場合は、インストレーションサプリメントガイドのネットワーク 
ドライバのインス I -ール手順を参照してください。 PROSet がインス I -ールされている場 
合、 N 8104 -103 を使用する際に、 PROSet の[詳細設茵タブより、 「 TCP セグメンテーショ 
ンのオフ□ー ド」の値を r オフ」にしてご使用ください。 
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PROSet のインス I ル/アンインス I ル 


「Broadcom Advanced Control Suite 」 がインス I — ルされている場合、51ぺージの手順11 
「Broadcom Advanced Control Suite をインスト ー J レする」の「目 「oadcom Advanced 
Control Suite の削除手順」を参考にし 、 「Broadcom Advanced Control Suite 」 を削除して 
から rPROSet 」 をインストールしてください。 

その際 、 「Broadcom Advanced Control Suite 」 にてネットワークアダプタをチームじ設を 
している場合、55ページの r ネットワークアダプタの二重化のセットアップ」の r 二重化の削 
除手順」を参考にし、すべてのチームを削除してから 「Broadcom Advanced Control Suite 」 
を削除してください。 

「 PROSet 」 と 「Broadcom Advanced Control Suite 」 の混在運用は、ホサポートになりま 
す。必ずどちらか一方をインストールして使用してください。 


PROSet のインストール 

PROSet は]: i 下の手順に従ってインストールしてください。 

1. EXPRESSBUILDER CD-ROM を DVD-ROM ドライブ、にセットする。 

2 . エクスプ□ーラを起動する。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューか6[エクスプ □- ラ]をクリ、ソクする。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューか6[すべてのプ□グラム]、[アクセサリ]の順(こポイントし、[エクスプ □- ラ] 
をクリ、ソクする。 

3. レ DVD-ROM のドラィブレター >:¥WINNT¥DOTNET¥ 目 C1 1 ¥PROSet¥WS03XP32」 ディレク 
トリ内の rPROSet.exe」 アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[Intel(R) PROSet - Ins ね llshield ウィザー鬥が起動します。 

4. [次へ]をクリックする。 

己.[使用許諾契約の条項(こ同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

巨.[標準]を選択し、[次へ]をクリックする。 

7. [インストール]をクリックする。 

[Ins ねIに hield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

8 . [完了]をクリックする。 

9. システムを再起動する。 

]：> (上で完了です。 
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PROSet のアンインスIル 

1 . [プ□グラムの追加と削除]ダイア □ グボックスを表示する。 

<標準のスタートメ ニュ-モ- ドの手順> 

スタートメニューから[コント□-ルパネルト[プ□グラムの追加と削晩をクリ、ソクする。 
<クラシックスタートメニューモードの手順> 

①スタートメニューか6[設定]一[コント□-ルパネル]をクリ、ソクする。 

③[プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリ、ソクする。 

3. [Intel(R) PROSet] を選択し、[削除]をクリックする。 

確認のダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4. [はい]をクリックする。 

己.「コント□-ルパネル」ウィンドウを終了し、システムを再起動する。 

上で完了です。 


3 windowm Server WOOW のセットアップ 


57 



障害処理のためのセツトアツ 


障害が起きたとき、より早く、磕実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セットアップをしておいてください。 

メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

本装置内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

n-O メモリダンプのま意 

• メモリダンプの採取は保守ヴービス会社の保守員び行いまず。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存ずるために再起動すると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示ずメッセージび表示される場台びありまずび、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合び 
ありまず。 

• ESMPRO/ServerA 呂 ent びインス! -- ルされている場台、 OS のス I -- ル監視時間び 
4分1己秒に設定されています。メモリダンプびこの時間で終わ5ない場合には下の 
手順で OS のストール監視を抑止してください。 

[スター ト] 一[設定]一 [コント □-ルパネル]の中の ESMPRO ServerA 呂 ent を起動 
し、 [ WDT ] タブの r ストール監視機能を使用する」のチェックをがす。 


次の手順に従って設ちします。 

1. スタートメニューか6[コント□-ルパネル]を選び、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 


3. [起動と回復]ボックスの啟定]をクリツ 
クする。 
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4. テキストボックスじデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

<D ドライブに 「MEMORY.DMP 」という 
ファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 




巧走のオペレーテインヴシステム运)： 


[iilMiaHlilHIBailiaB 削,： EWKllIggg 備巧 P 


■3 


R オペレーテインヴシステムの一民をま示する時間の： |30 
厂’必要ねときに條樓オプションを表示する巧間做： P" 


3 


つ 

漏お ( E ) 


わ間 
げ間 


-システムエラ- 

F - 宁ム □たドトをまき化む地） 
R を巧#へ普告をを信する(が 
R 自か的に再お姑する(巧 


1カーネルメモリジンプ 1 




IXSystemRoot 解 MEMORY.DMP 


P 巧巧のファイルじ上まき夕るぬ） 


デバッグ情報の書を込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨しまず。ただし、搭 
載メモリサイズび 2 GB を超える場 S ホ、[完全メモリダンスを指定ずることはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[力ーネルメモリダンスを指定してくださし、。 

本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MBiy 上(メモリサイズび 2 GB を超える場合は、 
2048 MB + 1 2 MB 似上)の空を容量のあるドライブを指定してください。 

メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場台は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンスのサイズび変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の 
書を込み先ドライブの空を容量を確認してください。 


己.[パフォーマンスボックス]の[設定]をク 
リ、ソク する。 

[パフオーマンスウインドウ]が表示され 
ます。 




を肢Iコンビュ-夕るI /、-阿;!ァ’詳も脂結I自か更巧Iリトト！ 

Administrator として□ヴオンしねい巧合は、これらのほとんどのを思まできません。 


視貸かま、ブ□セ》サのスケジュ-ル、イモリほ巧、わが仮想イ 


•ユーザープ□ファイル- 

□ヴオソこ関连しをデスクトップ設走 



システム起め、システム招ま、もよ U デ"ッヴ怕ま反 


設定の」 


J — ；L ラ-報告(段—I 


r OK 


キャンセル j 通風が 


6 . [パフォーマンスオプション]ウインドウ 
の[詳細設定]タブをクリックする。 


視貸タヵ作編綻 

] ンピの Wind ^( D 5 
歌だ店じて場巧 


JLJxi 


のデザインとバフオーで/スじほう設定を遇巧してくださ 


巧'だ店じて場通微'のぞ自货的に趣斤するの 


r デザインを煩ホするを） 

广バフオーマンスを便ホするを） 
广カスタムを)： 


回ウィシ阳とポタン(こ視覚スタイルをほ巧する 
□ ウィン阳を最刘ヒや最小化すると勒こアニイーンヨンでま示する 
□] ンボボックスをスライドして開く 
□ スクリーンフォシトの禄を;'骨ら抓巧る 
□ 妨ウバ-ポタンをスライドする 
□ デスクトップのアイ]ンをじちを巧ける 
□ ドラッヴ中にウィン阿の巧きをま示する 
□ ヒントをフェードまたはスライドでま示する 
□ フォルダで.よくほ用するタスクをほ用する 
□ マウスポインタの下にきミをま示する 


d 


キャン t ル 
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7. [仮想メモリ]ボックスの陵更]をクリッ 
クする。 


ーマンスオプション 


巧貸巧果詳帥記定 I 

プ□セツサのスケジュール- 

プ□松サのリソースをどう割り当てるかを遥巧します。 


みのバフォーマンスを惕先する： 

广 プ□クラムを） 口 0タウヴラウシトサ—關 


_ U ぶ] 


イモリほ用量- 

システム巧りをどう割。当てるかを涅巧します。 

みのバフォーマンスを優をする： 
r プ□クラム(巧 a システムキヤめュの 


「おお州 J 
ペ-ジンヴ 
じある娜 

すべてのドライブのおべージンヴファイル サイズ： 


レは、咖 ndows が剛のよう賊脑トドディスク 


I 0K 


文：飞 

I を更に )/ 
キャンセル献运） 


8 . [選択したドライブのページングファイル 
サイスボックスの[初期サイズ]を雌對 
値]: i 上に変更し、[設定]をクリックす 
る。 


ず OS パーティションに上記のサイズで作成してください。ページングファイルの[初期 
サイスを r 推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場 
合びあります。 

• 「推奨」値については、 r 作成するパーティションサイズについて (4 目ぺージ)」を参照してく 
ださい。 

• 障害発生時に備えて、事前に DUMP スイッチを巧し、正常にダンプび採取できることの確 
認を行うことをお勧めしまず。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに台ねせてページングファイルの再設定を行ってくだ 
さい。 


9. [0K] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動して<ださい。 
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ワトソン博±の設定 


ダンプシンボルテーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既をの□グファイル(こ追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


Windows ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバ、ソガです。アプリケーシヨンエ 
ラーを橫化すると本装置を診断し、診断情報（□グ ) を記録します。診断情報を採取できるよ 
う次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ、ソクする。 


2. [さ)前]ボックスに rdrwtsn32.exe」 と人力 
し、 [0K] をクリックする。 

[Windows ワトソン博±]ダイア□グボ、ソ 
クスが表示されます。 


ファイル:るを指定して実け 


玄] 

をお(か 


!!機 


过ぶ] 

I ケーンヨンる、または開きたいフオルタ’やドキュ於卜 


•乃锅 A 刑ぶ街 U 


drwtsn32.exe| 


二 J 


キサンセル J を股(断. 


3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報 

の保を先を指定する。 

rDRWTSN32.LOG」 というファイルさ)で 
保存されます。 


I チェック I 

ネットワークパスは指定できません。 
□—カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラ、ソ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 

な 0 


回 


「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 


过ぶ] 


ュ { ンプを )：I 
、ラクシ王/の数の: 


□ヴファイ； 

クラッシュ 
WAVE 句 
インスト號 
巧なするエラー数(曲 

クろか'',，が、,づのな串 B〜V 
^フシヨン- 


い ion Data¥Microsoft¥Dr Watson 
|C；¥Documents and bettingsVAdr 


# PS (0)... i 

み. PT 7 


|io 

を最小 


■ 完を (NT4 互換） 


口獸巧..ジ雨.等二巧曜 
17すべてのスレッドコンテキストち I 
R 巧巧の□ヴファイルにお加(目 I 
厂かセ-ジボックスじよる巧ミ nf 
厂音[こよる巧かを） 


ンプ ( 立） 


アプリケーションエラー ( E ) 


まち ( ぶ | 饥アに ）1 


0K 


キャン t ル 


ヘルプお）） 


已.[オプション]ボックス(こある次のチェックボックスをオンにする。 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
6 . [OK] をクリックする。 


□ □ □ □ 
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ネットワークモニタのインスI-ール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!'''ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインス I -ールしておくことをお勧めしま 
す。 

1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追加と削除]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリ、ソクする。 

[ Windows コンポーネントウィザー鬥ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]をクリックする。 

己.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows Server 2003 CD - ROM を 
DVD - ROM ドライブにセットして [ OK ] をクリ、ソクする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザー鬥ダイア□グボックスの[完了]をクリックする。 

7. [プ□グラムの追加と削斷ダイア□グボックスの欄じる]をクリックする。 

8 . [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一憎理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 
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管理ユーテイリテイのインストール 


管理ユーティリティには、添付の EXPRESS 巨 ULDER CD - ROM にバンドルされているソフ 
トウェアとビルド•トウ•オーダーで添付されるオプションソフトウェアがあります。 

添付の EXPRESSBUILDER CD - ROM には、本装置監視用の rESMPRO / Se 「 ve 「 Agent _ te\A 
び管理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPRO / 
ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 
[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインス I ルしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
I -- ルしなかった場合は、6章の忙 XPRESS 巨 UILDER 」 を参照して個別にインストールして 
ください。 

ューティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 
くは6章の 「EXPRESSBUILDER」 を参貝負してくださぃ。 


システムのアップデート 


システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合 
• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR の FD を使用して Express 5800用差分モジュールを適用してください。このと 
きサービスパックを再適用する必要はありません。） 

• 修復プ□セスを使用してシステムを修復した場合 
• プ□セ、ソサ ( CPU ) を増設した場合 

管理者権限のあるアカウント 
( Administrator など）で、システムじ□グ 
インした後、 EXPRESS 目 UILDER CD - 
R 0 M を本装置の DVD - ROM ドライブじ 
セットしてください。 

表示された画面「マスターコント □ ールメ 
ニュー」の[ソフトウエアのセットアップ] 

を左クリックし、メニューから[システム 
のアップデート]をクリ 、ソク すると起動し 
ます。 W 降は画面に表示されるメッセージ 
に従って処理を進めてください。 




〇オンラインドキユタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


〇 


- r ■ ソフトウェアの1 

^ 七ツトアップ ク 


NEC 
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応用セットアップ 

システムの環境やインス!-ールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な手順でセット 
アツプしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新のディスクアレイコント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応してい 
ない大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、 0S の再インストールな 
どをする場合は、次の手順でセットアップしてください。 

■: • ビルド.トウ.才ーダーにより、 0 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始 

する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シームレスセットアップにが応しているボードの一覧については、次のホームぺージか 
ら参照できます（「 ExpressPicnicJ をクリックしてくださし、）。 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / 


1 . セットアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 

I チェック I 

本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コント□ーラの説明書を優先してください。 

2 . ディスクアレイコント□ーラの場合は、コント□ーラの説明書に従って RAID の設定を巧う。 
RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順3へ進んで<ださい。 

3 . EXPRESSBUILDER CD-ROM か6システムを起動させる。 

4 . シームレスセットアップを実行し、次のような内容に設定されていることを確認する。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既をの RAID を使う]をチェックする 

•LE12E] 

コントローラによっては、設を画面が現れなぃことがあります。 

• [大容量記憶装置用 0EM-FD の適用をする]をチェックする 

•L 回 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されてぃるドライバを読 
み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 

己シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラ(こ添付され 
ているフ □、ソ ピーディスクをフ □、ソ ピー 
ディスクドライブじセットし、じ(降は画 
面のメッセージ(こ従って操作してくださ 
い。 


r 大容量記憶装置用 OEM-FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライブに}串入してください。 

I OK I r 搭了 I 
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マニュアルセットアップ 

本装置へのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用す 
ることをお勧めしていますが、特殊なインス!-ールに対応する場合、マニュアルセットアッ 
プが必要じなることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方まについ 
ては、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインド车ュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 Enterprise Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してくだ 
さい。また、あらかじめ EXPRESSBUILDER から、「サポートディスク」を作成しておいてく 
ださい。 

^ オプシヨンボードを接続する場合は、オプシヨンボードに添付の説明書も併せて参照してく 

けエック I たるい。 


サボートディスクとは？- 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順 r マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサポー 
トディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER 」 には 、 Windows Server 
2003のインス I ルで必要となる RAID コント□-ラや SCSI コント□-ラのドライバなど 
が含まれています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 0 EM - 
D に K for EXPRESSBUILDER 」 を用意してください。 

1. 3.5 インチフ□、ソピーディスクを1枚用意する。 

2 . 周辺装置、本装置の順(こ電源を ON にする。 

3 . 本装置の DVD-ROM ドライブに添付の EXPRESSBUILDER CD-ROM をセットする。 

4 . CD-ROM をセットした6、リセットするレ Ctrl>+<Alt>+<Delete> キーを押す）か、電源を OFF/ 
ON して本装置を再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 

已.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 

巨.[サポートディスク作成メニュ ー] か 6 [Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER] を選択する。 

7 . 画面の指示(こ従ってフ□、ソピーディスクをセットする。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER」 が作成されます。 

作成した 「Windows Server 2003 OEM-D に K for EXPRESSBUILDER」 はライトプ□テクトを 
し、ラベルを貼って大切に保管してください。 

本装置の他に Windows(Windows 95 J：i 
降 、 Windows NT 4.0 JU 降)が動作するコ 
ンピュータをお持ちの場合は 、 Windows 
上で EXPRESSBUILDER CD - ROM を 
セットすると起動する「マスター 
コント〇— ルメニュー」から 

[Windows Server 2003 OEM - D に K for 
EXPRESS 目 UILDER 」 を作成することも 
できます。 



〇オンラインドキユント 



3 windowm Server W00W のセットアップ 
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論理ドライブび複数巧在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従って、マニュアルセットアップ 
を開始する。 


2 . 次のメッセージが表示された6、 0S をセットアップしたいパーテイシヨンを選択する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 



システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れていることを確認してか5セットアッ 
プを続行して < ださい。 

3. 本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順(こ従ってマニュアルセツトアップを 
続行する。 

i：i 上で完了です。 


•L 画 

セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。 

ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に従ってドライブ文字を 
変更してください。 


ドライブで字の修正手順 

W 下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ません。ごを意ください。 

1 . [スタートメニュー]か6[マイコンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2 . 左側のウィンドウの中か6、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブレターを変更したいボリュームを選択してちクリックし、[ドライブ文字とパスの変更] 
を選択する。 

[変更]をクリックしてください。 

4. [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブレターを選択する。 

己. [0 K] をクリックする。 
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巨. ]：_； 下の確認メッセージが表示された6、[はい]をクリックする。 


ボリュームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 


7. [コンピュータの管理]を終了する。 


iU 上で完了です。 




■ Memo - 
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